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論 文 題 目 
Development and Applications of Fluoroalkyl End-capped Sulfobetaine-type 

Oligomeric Nanocomposites  （フルオロアルキル基含有スルホベタイン型

オリゴマーナノコンポジット類の開発と応用） 

審査結果の概要（2,000字以内） 

	
 当該学位論文は(1) マグネタイトがカプセル化されたフルオロアルキル基含有コオリゴマーナノコ
ンポジットおよびマグネタイトが吸着したコオリゴマーナノ粒子の調製、(2) 2種の異なる含フッ素高
分子集合体コア内へのパラジウムナノ粒子の固定化と有機合成触媒への応用、(3) メタノール中にお
けるフルオロアルキル基含有 2-アクリルアミド−2−メチルプロパンスルホン酸オリゴマー/アセトンコ
ンポジットの着色-脱色挙動、(4) フルオロアルキル基含有 2-アクリルアミド−2−メチルプロパンスル
ホン酸オリゴマーゲルネットッワークコア内における芳香族ケトン類のホモアルドール反応について

記載されている。特に本論文では、上記(1)および(2)においてスルホベタインセグメントを有する含フ
ッ素コオリゴマーナノ粒子の特性を活かしたマグネタイトナノ粒子さらにはパラジウムナノ粒子との

ナノコンポジット化が述べられており、(3)および(4)においては(1)、(2)の知見を巧みに活かすことに
よりスルホベタインセグメントを有する含フッ素コオリゴマーナノ粒子コア内へのケトン類のカプセ

ル化を可能とさせ、ナノ粒子コア内へカプセル化させたケトン類をナノ粒子コア内にてその機能性を

より高めた有機材料への変換に関してそれぞれ述べられている。 
	
 これらの研究成果は高く評価できるものであり、当該学生の予備審査、本審査さらには公聴会にお

ける本研究成果に関するプレゼンテーション内容および口頭試問の結果は学位論文審査試験に合格す

るものと判断された。 
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